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平成24年　第２回
　 定 例 会

議
長
に
新
井
正
夫
議
員
、副
議
長
に
杉
田
茂
実
議
員
を
選
出

正
副
議
長
を
選
出

　
６
月
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の
20
日

間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、「
熊
谷
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
21
件
を
審
査

し
、
17
件
を
原
案
可
決
、
４
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
に
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
新
し
い
正
副
議
長
を
選

出
し
ま
し
た
。

議
長
に
新
井
正
夫
議
員
、副
議
長
に
杉
田
茂
実
議
員
を
選
出

　

６
月
６
日
、
礒
﨑
修
議
長
、
山

田
忠
之
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、

正
副
議
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
議
長
選
挙

　

投
票
総
数　
　
　
　
　

32
票

　

新
井　

正
夫
・
・
・
・
28
票

　

桜
井
く
る
み
・
・
・
・
２
票

　

黒
澤
三
千
夫
・
・
・
・
１
票

　

無
効
・
・
・
・
・
・
・
１
票

　

こ
の
結
果
、
新
井
正
夫
議
員
が

議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

◇
副
議
長
選
挙

　

投
票
総
数　
　
　
　
　

32
票

　

杉
田　

茂
実
・
・
・
・
30
票

　

大
山
美
智
子
・
・
・
・
２
票

　

こ
の
結
果
、
杉
田
茂
実
議
員
が

副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
監
査
委
員
に
大
嶋

和
浩
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
都
市
建
設
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
小
林
一
貫
議
員

が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

６
月
６
日
、
防
災
対
策
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
新
井
昭
安
議
員

が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
山
田
忠
之
議
員
が

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
議
会
が
推
薦
す
る

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
松
本

貢
市
郎
議
員
、
黒
澤
三
千
夫
議
員
、

関
口
弥
生
議
員
、
青
木
登
喜
代
氏

を
推
薦
し
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
礒
﨑
修
議
員
が
荒

川
北
縁
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

荒
川
北
縁
水
防
事
務
組
合
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
を

互
選

防
災
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

を
互
選

都
市
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

を
互
選

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

新井正夫議長

杉田茂実副議長
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平成24年　第２回
　 定 例 会

６
月
定
例
会
の
概
要

永
年
勤
続
議
員
表
彰
さ
れ
る

　

全
国
並
び
に
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
次
の
議
員
が
永
年
勤

続
議
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〔
25
年
以
上
勤
続
表
彰
〕

　

並
木
正
一
議
員

　

栗
原
健
曻
議
員

受賞後のスピーチをする栗原議員 受賞する並木議員
　

初
日（
６
月
６
日
）の
本
会
議
で

は
、
市
長
か
ら
次
の
よ
う
な
提
案

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
い
よ
い
よ
、
熊
谷
の
夏
を
彩

る
た
く
さ
ん
の
祭
り
が
、
華
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
関
東
一
の

祇
園
で
あ
る
う
ち
わ
祭
は
、
今
年

は
籠
原
の
屋
台
も
参
加
す
る
そ
う

で
、
一
層
の
賑
わ
い
と
な
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
夜
空
に
１
万
発
の
花

火
が
競
演
す
る
熊
谷
花
火
大
会
も
、

各
地
か
ら
多
く
の
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
暑
い
夏
を
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き

暑
さ
対
策
事
業
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
今
年
は
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
『
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
く
ま
が
や
』

の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
が
お
店
や

公
共
施
設
等
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

に
集
い
交
流
す
る
こ
と
で
、
無
理

の
な
い
節
電
を
促
す
と
同
時
に
、

地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

暑
い
熊
谷
だ
か
ら
こ
そ
発
信
で

き
る
、
健
康
で
エ
コ
で
ク
ー
ル
な

施
策
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
、
世
界
中
を
揺
る
が
せ
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
人

命
を
失
い
、
今
も
甚
大
な
被
害
に

苦
し
み
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
営

み
の
中
で
、す
で
に
１
年
３
カ
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
の
間
、

復
興
の
た
め
の
施
策
や
財
源
確
保

の
し
く
み
等
も
、
徐
々
に
整
備
さ

れ
て
き
て
い
る
が
、
今
な
お
、
多

く
の
方
が
故
郷
に
帰
れ
ず
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
『
東
日
本
大
震
災
オ

ー
ル
熊
谷
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
を
は
じ
め
、
官
民
を
あ
げ
て
、

本
市
へ
避
難
さ
れ
た
方
々
の
生
活

や
、
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
も
と
に
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
を
進
め
、
本
市
の

災
害
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
、
県
か
ら
協
力
依
頼熊谷花火大会

を
受
け
た
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
熊

谷
工
場
で
の
岩
手
県
の
災
害
廃
棄

物
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
先
般
、

市
議
会
か
ら
受
け
た
早
期
受
け
入

れ
の
要
望
を
踏
ま
え
、
実
証
試
験

の
結
果
や
地
域
の
報
告
会
な
ど
を

通
じ
、
市
民
皆
様
の
理
解
が
深
ま

っ
た
も
の
と
考
え
、
過
日
、
受
け

入
れ
の
意
向
を
表
明
し
た
。
こ
の

間
、
議
員
、
地
元
の
自
治
会
長
を

は
じ
め
関
係
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
の
は
、

市
民
の
安
心
、
地
域
の
安
全
で
あ

る
。
受
け
入
れ
後
も
、
県
、
市
に

よ
り
継
続
し
た
測
定
結
果
を
市
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ

と
で
、
い
さ
さ
か
の
不
安
の
念
を

抱
か
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
万

全
を
期
す
る
。

　

岩
手
県
野
田
村
を
は
じ
め
被
災

さ
れ
た
自
治
体
が
復
旧
復
興
に
向

か
っ
て
力
強
く
歩
ま
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　

先
月
、
本
市
の
誇
る
歓
喜
院
の

聖
天
堂
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
と

い
う
、
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
た
。
絢
爛
豪
華
な

そ
の
姿
は
、
技
術
の
高
さ
と
同
時

に
、
庶
民
の
生
活
を
情
感
豊
か
に

表
現
し
て
お
り
、
民
衆
の
寄
進
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
建
物
と
し
て

は
全
国
で
初
め
て
の
指
定
で
あ
り
、

誠
に
喜
ば
し
く
誇
ら
し
い
限
り
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
彫
刻
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
先
週
、
第
67
期
本

因
坊
戦
が
開
催
さ
れ
た
が
、
関
連

行
事
も
あ
わ
せ
て
、
多
く
の
囲
碁

フ
ァ
ン
が
集
い
、
大
変
盛
り
上
が

っ
た
。

　

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
文
化
を

核
と
し
て
、
全
国
か
ら
さ
ら
に
多

く
の
皆
様
に
本
市
を
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
振
興
施
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

景
気
の
状
況
に
目
を
向
け
て
み

る
と
、五
月
の
月
例
経
済
報
告
は
、

『
景
気
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
も
の
の
、
復
興
需
要

等
を
背
景
と
し
て
、
緩
や
か
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
。』
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
よ
う
や
く
景
気
回
復
の

動
き
が
確
か
な
も
の
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
欧
州
各

国
の
債
務
危
機
を
巡
る
金
融
市
場

３月に行われた木くず処理の実証試験

け
ん
ら
ん
ご
う 

か



　　　　　　交通安全宣言都市・くまがや　　　　　　　　　　　　　　　　24. 8.１　くまがや市議会だより　第28号

◇
平
成
24
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
，
３
４
６

　

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

　

出
そ
れ
ぞ
れ
５
７
５
億
９
，
３

　

４
６
万
８
千
円
と
す
る
も
の

　

で
す
。

◇
平
成
24
年
度
熊
谷
市
公
共
用
地

　
先
行
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
，
２　

　

０
９
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

　

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
，

　

２
０
０
万
１
千
円
と
す
る
も
の

　

で
す
。

◇
公
益
的
法
人
等
へ
の
熊
谷
市
職

　
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

社
団
法
人
熊
谷
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
が
公
益
社
団
法

　

人
と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
こ

　

と
お
よ
び
財
団
法
人
大
里
地
域

　

中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
セ
ン
タ
ー
が
一
般
財
団
法
人

　

と
し
て
の
認
定
を
受
け
た
こ
と

　

に
伴
い
、
当
該
団
体
の
名
称
を

　

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◇
熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

　
　

「
地
方
税
法
」
の
一
部
改
正

　

に
伴
い
、
公
的
年
金
に
係
る
所

　

得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ

　

た
者
の
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
に

　

係
る
申
告
書
の
提
出
を
不
要
と

　

す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震

　

災
に
係
る
被
災
害
居
住
用
財

　

産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限

　

の
延
長
の
特
例
を
設
け
る
も
の

　

で
す
。

◇
熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

「
地
方
税
法
」
の
一
部
改
正

　

に
伴
い
、
東
日
本
大
震
災
に
係

　

る
被
災
害
居
住
用
財
産
の
敷
地

　

に
係
る
譲
渡
期
限
の
延
長
の
特

　

例
を
設
け
る
も
の
で
す
。

◇
熊
谷
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
　

有
料
公
園
施
設
の
管
理
を
指

　

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に

　

お
け
る
利
用
料
金
収
入
の
帰
属

　

に
関
す
る
規
定
の
整
備
を
行
う

　

も
の
で
す
。

平成24年　第２回
　 定 例 会

国
の
債
務
危
機
を
巡
る
金
融
市
場

の
変
動
、
電
力
供
給
の
制
約
や
原

油
高
の
影
響
な
ど
、
多
く
の
不
安

要
因
が
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
会
で
は
『
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
』
を
巡
る
議
論

が
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。
急
速
な

少
子
高
齢
社
会
が
進
む
中
で
増
大

す
る
社
会
保
障
費
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
税
財
源
の
充
実
は
必

要
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
今
後

の
景
気
状
況
や
市
政
運
営
に
大

き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

今
定
例
会
に
提
案
す
る
議
案
に

つ
い
て
、
説
明
を
す
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
及
び
公
共
用
地
先

行
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
で

あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
平
成
24

年
度
予
算
の
執
行
が
始
ま
り
、
ま

だ
間
も
な
い
時
期
な
の
で
、
そ
の

中
で
の
対
応
に
努
め
る
べ
き
で
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
計

上
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
一
般
会
計
補
正
予

算
の
歳
出
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
、
民
生
費
で
は
、
昨
年
の
台
風

12
号
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
災

害
弔
慰
金
を
、
ま
た
、
大
里
第

二
、
第
三
保
育
所
を
統
合
の
上
、

新
た
な
保
育
所
と
し
て
平
成
26
年

４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
大

里
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
・
転
用

す
る
た
め
の
設
計
委
託
料
を
計
上

す
る
。

　

ま
た
、
民
生
費
、
商
工
費
及
び

土
木
費
で
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
市
民
し
あ

わ
せ
基
金
、
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭

り
応
援
基
金
、
み
ど
り
の
基
金
に

そ
れ
ぞ
れ
積
み
立
て
る
。
あ
わ
せ

て
、
ふ
る
さ
と
熊
谷
の
祭
り
応
援

基
金
へ
の
寄
附
を
活
用
し
、
荒
川

区
の
山
車
に
対
し
、
補
助
金
を
追

加
す
る
。

　

歳
入
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
財

源
と
し
て
、
県
支
出
金
、
寄
附
金

な
ど
の
特
定
財
源
と
併
せ
て
、
前

年
度
繰
越
金
を
充
て
る
。

　

次
に
、
債
務
負
担
行
為
で
は
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
市
街
地
の

一
部
地
域
に
つ
い
て
、
可
燃
・
不

燃
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
の
民
間

委
託
を
新
た
に
実
施
す
る
た
め
の

準
備
手
続
を
行
う
た
め
に
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
す
る
。

　

続
い
て
、
公
共
用
地
先
行
取
得

特
別
会
計
の
歳
出
は
、
新
星
川 荒川区の山車

改
修
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図

る
た
め
に
、
事
業
用
地
を
早
急
に

確
保
す
る
た
め
の
費
用
を
追
加

す
る
。

　

次
に
、
一
般
議
案
に
つ
い
て
は
、

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
居

住
用
財
産
の
敷
地
に
係
る
譲
渡

期
限
の
延
長
の
特
例
を
設
け
る
等

の
改
正
を
行
う
『
熊
谷
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
』
な
ど

を
提
案
す
る
。」

　

11
日
の
本
会
議
で
は
、
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
12
日
に
は
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
、
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
ま
た
、
13
日
に
は
、

市
民
産
業
常
任
委
員
会
お
よ
び
都

市
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
18
日
、

19
日
、
20
日
の
３
日
間
は
、
19
人

の
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終

日
（
25
日
）
の
本
会
議
で
は
、
各

常
任
委
員
長
か
ら
案
件
審
査
の
経

過
お
よ
び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
質

疑
、
討
論
を
行
い
、
市
長
提
出
議

案
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
に
同

意
し
、
６
月
定
例
会
は
閉
会
し
ま

し
た
。



　

防
災
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、

５
月
28
日
、
29
日
に
岩
手
県
野
田

村
と
一
関
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

野
田
村
で
は
熊
谷
市
で
受
け
入
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
れ
き
の
現
状

を
視
察
し
、
村
内
各
所
に
高
く
積

み
上
げ
ら
れ
た
が
れ
き
は
野
田
村

近
辺
で
広
域
的
に
処
理
し
て
も
１

０
０
年
は
か
か
る
量
と
の
こ
と
で
、

が
れ
き
が
村
の
復
興
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

野
田
村
小
田
祐
士
村
長
の
話

　
　
　
　
　
　
　

野
田
村
で
も
大

　
　
　
　
　
　
　
量
の
が
れ
き
が

　
　
　
　
　
　
　
発
生
し
、
地
元

　
　
　
　
　
　
　
だ
け
で
は
処
理

　
　
　
　
　
　
　
で
き
ず
他
自
治

体
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
つ
い

て
は
、
逆
の
立
場
に
な
れ
ば
、
私

た
ち
も
同
じ
心
配
を
す
る
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
検

査
し
て
、
安
全
な
も
の
を
処
理
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
関
市
で
は
自
主
防
災
組
織
に

つ
い
て
、
一
関
市
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
、
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。
震
災
時
の
避
難

所
で
の
様
子
を
伺
い
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
う
ま
く
取
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
避
難
所
の
運
営
が
う
ま
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◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　
て
　
　

籠
原
、
三
尻
、
熊
谷
南
小
学

　

校
の
各
屋
内
運
動
場
建
築
工
事

　

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

　

で
す
。

◇
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
規

　
約
改
正
に
つ
い
て

　
　

「
住
民
基
本
台
帳
法
」
の
一

　

部
改
正
に
伴
い
、
大
里
広
域
市

　

町
村
圏
組
合
規
約
を
変
更
す

　

る
た
め
の
協
議
を
す
る
も
の
で

　

す
。

◇
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

和
田
吉
野
川
の
河
川
改
修
工

　

事
等
に
伴
い
、
市
道
路
線
の
認

　

定
を
す
る
も
の
で
す
。

◇
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　

和
田
吉
野
川
の
河
川
改
修
工

　

事
等
に
伴
い
、
市
道
路
線
を
廃

　

止
す
る
も
の
で
す
。

　

６
月
25
日
、
固
定
資
産
評
価
員

と
し
て
、
戸
森
重
雄
氏
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
人
権
擁
護
委
員
と

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
同
意

し
て
、
新
木
弘
子
氏
、
杉
浦
則
子

氏
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

４
月
５
日　

埼
玉
青
志
会
（
県
内

　

若
手
市
町
議
会
議
員
有
志
）
＝

　

「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
の
取
り

　

組
み
に
つ
い
て

４
月
19
日　

鳥
取
市
議
会
総
務
企

　

画
委
員
会
＝
協
働
の
ま
ち
づ
く

　

り
に
つ
い
て

６
月
14
日　

本
庄
市
議
会
議
会
基

　

本
条
例
等
調
査
特
別
委
員
会
＝

　

熊
谷
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

　

例
に
つ
い
て

　

５
月
22
日
、
東
日
本
大
震
災
で

発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
に
関
す
る
要
望
書
を
議
会
か
ら

市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
市
議
会
本
会
議
を
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
掲

載
し
ま
し
た
６
月
定
例
会
も
録

画
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
市
議
会
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

野田村でのがれきの選別作業一関市総合防災センター

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

熊
谷
市
へ
先
進
地
行
政
視
察
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

市
長
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

礒﨑議長（当時）と山田副議長（当時）から
　　　　　　　　　 市長へ要望書を提出

防
災
対
策
特
別
委
員
会
行
政
視
察

く
い
き
、
そ
う
で
な
い
避
難
所
は

ト
ラ
ブ
ル
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
と
き
に
普
段
か
ら
の
つ
な
が

り
が
役
に
立
つ
の
だ
と
い
う
お
話

が
印
象
的
で
し
た
。

➡
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